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十
一
月
十
五
日
（
月
）、
伊
香
保

温
泉
ひ
び
き
野
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
二
〇
一
〇
経
営

研
究
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
内
外
か
ら
総
勢
一
五
〇
名
が
集

い
「
今
こ
そ
未
来
へ
舵
を
取
れ
！
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
熱
気
溢
れ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

基
調
講
演
の
講
師
に
は
、
今
春
に

放
映
さ
れ
た
「
カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿
」

（
テ
レ
ビ
東
京
）
に
も
出
演
さ
れ
反

響
を
呼
ん
で
い
る
㈱
エ
ー
ワ
ン
精
密

の
創
業
者
、
梅
原
勝
彦
氏
を
迎
え
、

「
経
常
利
益
率
三
五
％
超
を
三
十
八

年
間
続
け
る
町
工
場
強
さ
の
理
由
」

を
テ
ー
マ
に
、
驚
異
的
な
経
営
数
値

を
叩
き
出
す
に
至
っ
た
同
社
の
道
の

り
を
黎
明
期
か
ら
振
り
返
り
、
成
長

発
展
の
過
程
で
得
た
学
び
や
教
訓
を

忌
憚
な
く
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
そ
の
仕
事
は
本
当
に
世
の
中

に
必
要
な
の
か
」「
現
事
業
が
好
調

な
と
き
に
こ
そ
次
の
一
手
を
」「
業

種
を
問
わ
ず
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
意

識
で
」
な
ど
、
時
代
の
変
化
や
不
況

に
臆
す
る
こ
と
の
な
い
会
社
づ
く
り

を
実
践
し
て
き
た
梅
原
氏
の
言
葉
。

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
参
加
者
の
胸
に

深
く
刻
み
込
ま
れ
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

基
調
講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で

は
、「
今
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ど
う

舵
を
取
る
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
意
見

交
換
。
自
社
の
強
み
・
弱
み
を
は
じ

め
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
事
例
や
今
後

の
展
望
な
ど
を
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が

交
流
し
、
明
日
へ
の
確
か
な
ヒ
ン
ト

を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
あ
た
り
前
の

こ
と
を
あ
た
り
前
に
続
け
た
か
否
か

が
企
業
の
行
く
末
を
決
め
る
」「
損

得
よ
り
も
人
徳
。
経
営
者
と
し
て
の

資
質
を
磨
か
ね
ば
な
ら
な
い
」「
厳

し
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
希
望
を

失
っ
て
い
な
い
参
加
者
か
ら
勇
気
を

貰
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

（
詳
細
は
次
号
、
同
友
ぐ
ん
ま
二
〇

一
一
年
一
月
号
に
て
特
集
し
ま
す
）

二
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経
営
研
究
集
会
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開
催 
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取
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大
学
等
と
企
業
と
の
情
報
交
換
会 

十
一
月
五
日
（
金
）、
上
牧
温
泉
の

ホ
テ
ル
辰
巳
館
を
会
場
に
、
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
の
就
職
担
当
者
を

迎
え
て
「
大
学
等
と
企
業
と
の
情
報

交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
学
校
側
か
ら
進
路
指
導
担

当
者
な
ど
二
十
名
、
企
業
側
か
ら
は

経
営
者
・
採
用
担
当
者
な
ど
三
十
二

名
、
総
勢
五
十
二
名
が
参
加
。
昨
今

の
景
気
低
迷
に
よ
り
採
用
を
控
え
る

企
業
が
増
え
る
な
か
に
あ
っ
て
も
、

将
来
を
見
据
え
て
採
用
活
動
を
積
極

的
に
展
開
す
る
企
業
や
、
人
材
育
成

に
熱
心
な
企
業
が
集
ま
っ
て
有
意
義

な
意
見
交
換
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

第
一
部
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

「
企
業
と
大
学
等
と
の
就
職
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
の
可
能
性
を
探
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
学
校
側
二
名
（
東
海
大

学
・
文
教
大
学
）、
企
業
側
一
名
（
マ

ル
シ
ン
産
業
）
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
問
題
提
起
。
学
校

側
か
ら
は
「
苦
戦
す
る
就
職
内
定
率
」

「
学
生
の
就
職
意
識
の
低
下
」
な
ど
、

企
業
側
か
ら
は
「
企
業
変
革
に
不
可

欠
な
採
用
活
動
」「
採
用
後
の
社
員
教

育
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
る

現
状
の
課
題
を
報
告
し
ま
し
た
。

問
題
提
起
を
受
け
て
グ
ル
ー
プ
討

論
で
は
、「
学
生
の
質
、
受
け
入
れ

る
企
業
の
質
」「
学
生
や
若
い
人
材

の
成
長
と
変
化
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
切
り
口
で
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
今

後
の
方
向
性
と
し
て
「
大
学
等
と
企

業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
重

要
性
」
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
に
は
「
双
方
が
歩

み
寄
ら
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
課
題

が
多
数
見
つ
か
っ
た
」「
立
場
を
問

わ
ず
大
人
に
は
若
い
力
を
育
て
る
責

任
が
あ
る
」「
こ
の
情
報
交
換
会
を

続
け
る
こ
と
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
構
築
に
は
欠
か
せ
な
い
」
な
ど

が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

共
同
求
人
部
会
で
は
、
こ
う
し
た

活
動
を
通
じ
て
学
校
側
と
の
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
来
期
の
共

同
求
人
活
動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

代表取締役  朽木　康 

経費節減 
お手伝いします 

環境改善・遮熱・断熱塗装 
長寿命高耐候塗装・抗菌塗装 
結露防止塗装・その他特殊塗装 

(有)クチキテック 
〒378-0015 沼田市戸鹿野町324-3 
TEL0278(22)0691　FAX0278(22)0696 
U R L　http://www.kuchikitec.jp 
E-mail　kuchikitec@nifty.com
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「水なし印刷」をお薦めします 
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず 

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。 
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。 

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。 
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【液肥用いた循環農業推進】 日本ゼウス工業㈱
生ごみを用いた液体肥料生産プラント製造販売
を手掛ける日本ゼウス工業、常務取締役・田中光
太郎氏（桐生支部所属）は、液肥を使った循環型
農業「ビーパックス農法」の普及を推し進めてい
る。栃木県宇都宮市の日本栄養教育協会や福島県
南相馬市など全国40カ所に導入されており、「今
の農業を自然な農業に戻す」（田中社長）ための
活動を続けている。
同社の液肥製造装置は、生ごみを破砕した上で
乳酸菌や酵母菌、こうじ菌などで発酵させること
で、24時間後には投入した生ごみと同量の液肥を
生産する。装置は50kgから４ｔ以上のものまで、
導入先の規模に応じて対応している。

［10／28付ぐん経］

【プレスで部品製造】 ㈱豊田技研
金属加工の㈱豊田技研、代表取締役・豊田信幸
氏（高崎支部所属）は、ダイカストで作られてい
る自動車のヘッドライト部品をプレス機で作るこ
とに成功した。２割の軽量化と４割の生産効率向

上が見込める上、不良品はゼロになるという。ヘ
ッドライトはプレス加工部品が減少を続けている
が、新技術で受注回復を目指す。
同社は国の補助金で新しい設備を導入して研究

開発を進め、誤差を30ミクロンまで半減。製品化
できるレベルに到達した。
豊田社長は「得意技術を生かし、プレス加工の仕

事を取り戻したい」と話している。［11／18付上毛］

【作物生育や融雪に効果】 ㈱前田設備
土木建築と空調・衛生・電気設備業の㈱前田設

備、開発部長・前田善成氏（沼田支部所属）は、
土の中の温度を管理する独自の冷暖房装置の研究
を進め、芝生や農作物の成長促進、道路の融雪な
どさまざまな分野に生かしている。
前田氏は「砂漠で農業をするのが究極の目標。

世界中のどこでも作りたいものが作れ、農業の経
験がない人でも栽培できる設備を作りたい」と話
している。 ［11／24付上毛］

【代表取締役就任】
㈲コピーライト商会、取締役・中村正史氏（前橋支
部所属）は、この度、「代表取締役」に就任しました。

蔵前産業株式会社 
〒379-2153 前橋市上大島町176-44 

TEL  027（261）3552    FAX 027（261）0414 

ISO9001・ISO14001　認証取得 

代表取締役　橋本　勝 

部品加工の  

ホームページで仕事の受注が出来ました。 
　　　好評「部品加工のマテハン」 

URL : http ://www.kk-matehan.co.jp/ 
E-mail : mth@kk-matehan.co.jp

株式会社 

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て  
北関東機械加工センターを目指します。 

従業員数　22名
代表取締役　　山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

アルミ精密部品の切削加工メーカー 

有限会社 エーピーエム 
充実した設備と長年培った確かな技術力で 
お客様のご要望にお応えします！ 

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2 
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059 

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

研削加工のワンストップショッピング 
円筒研削・内面研削・成形研削・プロファイル研削 
FAX1枚で完成品をお届け 

株式会社 アミイダ 
〒373-0806 群馬県太田市龍舞町4645 

TEL / 0276-30-3570  FAX / 0276-30-3575 
URL / www.actpg.co.jp



同 友 ぐ ん ま第343号 2010年12月号（4）

関東防災工業株式会社 
消防設備・電気設備のことなら 

■本　　　社　〒371-0056　群馬県前橋市青柳町583-2 
　　　　　　　　　　　　  TEL（027）234-3351（代） 
■安中事務所　〒379-0126　群馬県安中市西上磯部1736
　　　　　　　　　　　　  TEL（027）385-5261 
■東毛営業所　〒370-0801　群馬県太田市台之郷町732-30
　　　　　　　　　　　　  TEL（0276）46-0736

会員名簿追加録（順不同・敬称略）
企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

新会員
ご紹介

11月度常任理事会承認

太
田
支
部

竹川電気㈲

〒376-0045 桐生市末広町6-10

当事務所は、経営計画策定支援など管理会計を
中心としたコンサルティング業務に力を入れてお
ります。さらには、起業家の方々に対しての起業
支援、資産税専門チームによる相続や贈与シミュ
レーションなどのサポート等幅、広い分野におい
て皆様の起業参謀としての支援を行っております。

ＴＥＬ：0277-45-2160
ＦＡＸ：0277-45-2161

会計事務所

代表取締役

竹　川　昌　也
S48年生

【紹介者／岡田善孝】
ゴルフ

桐
生
支
部

税理士法人　向田会計

〒373-0853 太田市浜町18-41

高低圧電気工事、盤設計製作を主な業務にし
ております。住宅・工場とも請け負いしていま
す。不況といわれる現在だからこそ、真の営業
努力、そして改革が必要であると考えます。み
なさまと一緒に勉強させていただきます。

ＴＥＬ：0276-46-1540
ＦＡＸ：0276-46-4555

代表社員

向　田　　　靖
S34年生

【紹介者／阿久戸忠雄】

高・低圧電気工事、盤設計・製作

映画、DVDを観る

第７回 

３．

そ
の
他

○
古
郡
代
表
理
事
よ
り
、
過
日
開
催

さ
れ
た
全
国
幹
事
会
の
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

○
広
報
委
員
会
よ
り
、
同
友
ぐ
ん
ま

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
広
告
掲
載
の

依
頼
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

○
事
務
局
よ
り
、
本
日
が
群
馬
同
友

会
三
十
七
年
目
の
創
立
記
念
日
で
あ

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ．

承
認
事
項

１．

理
事
会
へ
の
提
案

高
橋
高
崎
支
部
長
よ
り
、
高
崎
支

部
が
二
年
前
か
ら
他
団
体
と
と
も
に

開
催
し
て
い
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
例
に
上
げ
、

「
同
友
会
と
し
て
も
県
全
体
で
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う

か
」
と
の
提
案
が
な
さ
れ
、
本
日
の

意
見
交
換
の
時
間
は
こ
れ
を
テ
ー
マ

に
話
し
合
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２．

経
営
研
究
集
会
の
詳
細
確
認

一
週
間
後
に
迫
っ
た
今
年
の
経
営

研
究
集
会
に
つ
い
て
、
役
割
分
担
を

は
じ
め
、
当
日
の
詳
細
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

３．

支
部
総
会
の
開
催
月
変
更
の
件

九
月
理
事
会
で
検
討
し
た
支
部
総

会
の
開
催
時
期
に
つ
い
て
、
各
支
部

の
意
見
が
出
揃
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
開
催
を
五
月
と
す
る
」
こ
と
を
正

式
に
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

４．

役
員
選
考
に
つ
い
て
の
確
認

新
年
度
の
理
事
選
考
に
向
け
て
、

十
一
月
末
ま
で
に
各
支
部
か
ら
候
補

者
推
薦
な
ど
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

５．

入
退
会
者
承
認

先
月
理
事
会
以
降
の
入
退
会
者

（
入
会
二
名
、
退
会
二
名
）
を
承
認
。

会
員
数
は
四
四
八
名
で
し
た
。

Ⅲ．

審
議
事
項
（
or
意
見
交
換
）

１．

提
案
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

本
日
提
案
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
の
同
友
会
全
体
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
討
論
形
式

で
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
結
論

は
出
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
今
後
も

模
索
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅳ．

そ
の
他

１．

次
回
理
事
会
の
開
催
日
程
確
認

第
八
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

日
　
時：

十
二
月
十
四
日
（
火
）

十
八
時
三
十
分
よ
り

会
　
場：

同
友
会
事
務
所

日
時

十
一
月
九
日
（
火
）

十
八
時
三
十
分
〜
二
十
一
時

会
場

同
友
会
事
務
所
会
議
室

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
古
郡
、
阿
久
戸
、

山
岸
、
澤
浦
、
石
田
、
田
村
、
相
沢
、

常
任
理
事
／
布
施
、
清
塚
、
蜂
巣
、

高
橋
、
岡
田
、
島
山
、
小
林
（
代
理
）、

理
事
／
太
田
、
丹
羽
、
事
務
局
／
黒

岩
、
阿
久
澤
、
保
坂
（
役
員
計
十
六

名
）

【
議
　
事
】

山
岸
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
阿
久
戸
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と

開
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅰ．

報
告
連
絡
事
項

１．

支
部
・
部
会
・
委
員
会
報
告

七
支
部
・
三
部
会
・
三
委
員
会
・

仲
間
づ
く
り
と
、
全
て
の
活
動
に
つ

い
て
代
表
者
に
よ
る
一
分
間
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

２．

下
半
期
支
部
還
元
金
支
払
報
告

資
料
に
基
づ
き
、
各
支
部
へ
の
下

半
期
分
の
還
元
金
が
支
払
わ
れ
た

旨
、
事
務
局
長
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し

た
。


